
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                          

                          

 

 

 

 

 

 

 平成 25 年 1 月 26 日、遊楽里に於いて遊佐

町と生活クラブ生協、ＪＡ庄内みどり、の三

者における締結式が行われました。三者の長

い提携と交流・歴史の上に立ち連携と共同の

もとにお互いの地域、生活課題を解決してい

くために、手を携えて「地域農業と日本の食

料を守り、持続可能な社会と地域を発展させ

る共同宣言」を締結しました。この宣言では、

持続的食料生産を維持発展させ食料生産と消

費の関係にとどまらず、日本農業の生産構造

の改革を通じて、私達の暮らしの維持向上を目指すものです。 

左：遊佐町長時田博機 中：生活クラブ連合会会長加藤好一 右：庄内みどり組合長阿部茂昭

共同開発米部会に代表される遊佐町の生産者とそれを食べる消費者としての生活ク

ラブ生協という関係から次の段階に発展させていかなければならない。徐々に世代

交代が進み、提携の歴史や思いを語れる生活クラブ組合員や開発米部会員の減少を

避けなければ今後の発展は難しいと考えます。「米」を生産するだけの農家ではなく

消費地に足を運んで「米」の栽培方法・環境、特徴などを伝え、遊佐の「米」を食

べ続ける意義を伝え、理解して食べる事のできる生活クラブ組合員を育てていかな

ければなりません。又、我が町の水資源を守り次世代の農業後継者のためにも鳥海

山東部の岩石採取問題や、女性部が取り組んでいるせっけん運動等に協力し、恵ま

れた自然環境を維持していく必要があります。この恵まれた環境こそがわが町最大の

強みでもあることから、環境保全型・循環型農業を進め、消費拡大や所得向上につながる活動が急

務と考え活動を行っていきます。 

次世代の生産者と生活クラブ関係職員との交

流会が 1 月 26 日～27 日の 1 泊 2 日で行わ

れました。参加者からは様々な喜びの声が聞

かれ、大好評で幕を閉じることができました。


